
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県立新潟よつば学園 

もう教育部門・ろう教育部門・自立教育部門・寄宿舎併設 

～共生社会の実現へ～ 

校名に込めた思いと校章の表すもの 

 この校名では、在籍する視覚、聴覚、知的の３障がいの子どもたちが、保護者や地域の方々と一

緒に成長する様を四つ葉に見立てています。四つ葉の標記については、幼稚部の子どもも在籍す

るため、誰もが読み書きしやすいように平仮名表記としています。また、障がい種による別々の

学校が同じ建物の中にあるのではなく、まとまりのある総合的なひとつの学校であることを示す

ために「学園」としました。 

 校章は、校名の核となる「よつば」を中心に据え、３障がいの子どもたちと地域が集う様子を 

四枚の葉に見立てています。また、シロツメクサの花を上部に配置し、子どもたちと地域が強い

絆で結ばれた姿を、「仲間」を表す手話である握手のサインで示しました。 

そして、上部に「N」、茎を「Y」、外輪を「G」 

の形として、「新潟」「よつば」「学園」の頭文字を 

デザインしました。 

もう教育部門 

とき色(朱鷺) 

ろう教育部門 

みどり色(山･松林) 

地域等 

こがね色(稲穂) 

    自立教育部門   

   だいだい色(夕日)  

令和８年度 学 校 要 覧 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児・児童・生徒数 
 

 

 

 

職員構成 

 

 

各学部・部門の学び～育てたい幼児児童生徒の姿～ 

＜幼稚部もう教育部門＞ 
○ げんきにあそぶ子ども 
○ すすんであそぶ子ども 
○ なかよくあそぶ子ども 

＜幼稚部ろう教育部門＞ 
○ げんきにあそぶ子ども 
○ すすんでつたえる子ども 
○ なかよくあそぶ子ども 

＜小学部もう教育部門＞ 
〇 いっぱい運動しようと

する子ども 
〇 進んで学習し、基礎的な

学力を身に付けようとす
る子ども 

〇 自分で考えて行動した
り、友達と関わって活動し
たりする子ども 

＜小学部 
ろう教育部門＞ 

○ 進んで表現する子ども 
○ めあてをもって 

やりぬく子ども 
○ 思いやりをもち、みん

なと仲良くする子ども 

 
＜中学部もう教育部門＞ 
○ 自らの進路や将来の生活について

考え、実現に向けて行動する生徒 
○ 自他を理解し、社会や集団の一員

としての自覚を高める生徒 
○ 体力の向上に努め、健康で安全に

日々の生活を送ることができる生徒 

＜中学部ろう教育部門＞ 
○  自分自身を正しく見つ

め、たくましく生きる生徒 
○ 互いに協力し、より良い

人間関係を築く生徒 
○ 進んで言語・知識・技能

や社会性を身に付け主体
的に取り組む生徒 

＜高等部もう教育部門 
普通科＞ 

○ 自らの進路や将来の生
活について考え、実現に向
けて行動する生徒 

○ 自他を理解し、社会や集
団の一員としての自覚を
高める生徒 

○ 体力の向上に努め、健康
で安全に日々の生活を送
ることができる生徒 

＜高等部もう教育部門理療科＞ 
○ 主体的に学習に取り組み、理療

の知識・技術、施術者としてふさ
わしい態度を追究する生徒 

○ 自身の障害特性を理解し、健康
的な生活について学び、実践する
ことのできる生徒 

○ 自分と他者を理解、尊重し、社
会の中での自身の役割を見つけ
ることのできる生徒 ＜高等部自立教育部門＞ 

○ 様々な活動に個性を生
かして前向きに取り組み、
心身ともに健康な生活を
送ろうとする生徒      

○ 将来の社会的自立に向
けて、自ら考え、選びなが
ら主体的に学ぶ生徒  

○ 自他を大切にし、より良
い関わりを深めていこう
とする生徒 

＜高等部ろう教育部門＞ 
○ 進んで学習に取り組み、

学力の向上に努める生徒 
○ 互いを尊重し、協力し合

う生徒 
○ 社会の中で自立するこ

とを目指し、主体的に教育
活動に取り組む生徒 

学部 幼 小 中 高

部門 ろう もう ろう もう ろう 普通科 本科 専攻科

もう ろう 自立
もう
保健
理療科

もう
理療科

学年 3歳 4歳 5歳 計 4 6 計 1 3 4 5 6 計
学部
計
1 3 計 1 2 3 計

学部
計
1 2 3 計 1 2 3 計 1 2 3 計 1 計 2 3 計

学部
計

全校
計

計 1 4 1 6 1 1 2 1 1 1 2 1 6 8 1 1 2 1 3 1 5 7 3 1 2 6 2 3 1 6 21 20 22 63 2 2 4 1 5 82 103

職名 校長 教頭 教諭 講師・助教諭 養護教諭 栄養教諭 実習助手 寄宿舎指導員 介助員

人数 1 2 69 8 2 1 4 15 3

職名 事務長 事務職員 調理員 学校技術員 学校看護師 業務補助員 計 学校医 学校薬剤師

人数 1 3 5 2 2 0 118 5 1



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟よつば学園の教育～共生社会の実現に寄与する学校として～ 

写真 

写真 

共に輝く学校行事 

写真 

社会人を目指した 

職業教育（自立） 

写真 

写真 

幼稚部からの 

早期教育（もう・ろう） 

写真 

ICT 機器を活用した 

ロービジョン教育（もう） 

写真 

理療科における 

国家資格取得（もう） 

 

聴覚障害教育の充実 

（ろう） 

写真 

実践的な学習を通し

て学ぶ（自立） 

写真 写真 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセス 

お問い合わせ先 

 

新潟県立新潟よつば学園 

 

〒950-0862 新潟市東区竹尾２－２－１ 

                                             よ つ ば 

TEL：０２５－２５０－０４２８ 

FAX：０２５－２７０－２７１１ 

ホームページ 

https://niigatayotsuba-gk.nein.ed.jp 

E-mail 

school@niigatayotsuba-gk.nein.ed.jp 

 

◎JR 新潟駅より約３キロ 

◎新潟市内路線バス 

・はなみずき線、東区バス（河渡ルート） 

        新潟駅～市営住宅前  徒歩８分 

・竹尾線    新潟駅～竹尾二丁目  徒歩１分 

 

 

もう 

部門棟 

自立 

部門棟 

ろう 

部門棟 

玄関 

校舎平面図 ワンストップ の教育支援 

（聾学校） 
S2.5.15  私 立 新 潟
口話学校として開校 
S21.5.17  県 に 移
管、校名が新潟県聾口
話学校となる 
S23.4.1  義 務 制 施
行 校名を新潟県立
新潟聾学校と改める 
 
H8.4.1 高等部重複
学級設置 
H13.4.1  難聴通級
指導教室設置 
H22.4.1  高等部自
立支援教育部門開設 
 
H29.11.11 創立 90
周年記念式典 
 

（盲学校） 
M40.10.10 私立新潟
盲唖学校として、ろう唖
部併置開校 
 
T11.4.1  新潟県立新
潟盲学校となる 
S26.3.31 高等部本科 
理療科、専攻科、別科が
設置される 
 
S45.4.1 小学部・中学
部に重複学級設置 
S48.4.1 幼稚部設置 
S51.4.1  高等部重複
学級設置 
 
H29.11.3 創立110周
年記念式典 

R4.4.1 新潟盲学校と新潟聾学校が統合し、 
「新潟県立新潟よつば学園」として開校 

開校までの歴史 

◇目や見え方に関する相談 

◇耳やきこえに関する相談 

◇発達障害に関する相談 

★０歳からの乳幼児支援（もう・ろう） 

～個別支援やグループ支援での発達支援～ 

★在籍園や学校等での生活や学習の支援 

★就園や就学に向けた相談支援や育児相談 

◆保護者交流  ◆保護者支援 ◆講座等 

 

 

 

ま ず は ご 連 絡 く だ さ い ！  


